
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

担

当

課

（

室

）

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

目

次

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

【

規

則

】

○

岡

山

県

宅

地

造

成

及

び

特

定

盛

土

等

規

制

法

施

建

築

指

導

課

○

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

行

細

則

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

【

公

安

委

員

会

】

○

知

事

の

権

限

に

属

す

る

事

務

の

処

理

の

特

例

に

〃

関

す

る

条

例

に

基

づ

き

市

町

村

が

処

理

す

る

事

務

○

岡

山

県

道

路

交

通

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

運

転

免

許

課

の

範

囲

を

定

め

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

○

環

境

管

理

課

○

広

島

・

岡

山

連

合

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

の

開

海

区

漁

業

調

整

委

員

特

定

施

設

の

設

置

の

許

可

申

請

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

課

催

会

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

岡

山

・

香

川

連

合

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

の

開

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

催

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

】

○

第

二

百

五

十

一

回

岡

山

県

内

水

面

漁

場

管

理

委

内

水

面

漁

場

管

理

委

公

告

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

員

会

の

開

催

員

会

○

公

共

測

量

の

終

了

〃

○

〃

〃

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

都

市

計

画

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
四
号

岡
山
県
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細
則

（

）

岡
山
県
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細
則

昭
和
四
十
三
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
一
号

の
全
部
を
改
正
す
る
。

（
趣
旨
）宅

地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」

第
一
条

と
い
う

）
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年

。

政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
及
び
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
規
則

。

（
昭
和
三
十
七
年
建
設
省
令
第
三
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う

）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

。

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
土
地
の
試
掘
等
の
許
可
）

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
の
試
掘
等
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に

第
二
条

掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
掘
等
を
行
う
位
置
を
示
す
図
面

二

試
掘
等
の
区
域
を
示
す
土
地
の
公
図
の
写
し

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２

知
事
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
の
試
掘
等
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
証
明
書
の
様
式
）

法
第
七
条
第
一
項
（
法
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
条

。
）

、

。

場
合
を
含
む

及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
は

別
記
様
式
に
よ
る

（
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
）

法
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
許
可
申
請
書
に
、
宅
地
造
成
又
は

第
四
条

特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
に
あ
っ
て
は
省
令
第
七
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
規
定

す
る
書
類
の
ほ
か
、
同
項
第
十
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
と
し
て
次
に
掲
げ
る
書
類
を
、
土
石
の

堆
積
に
関
す
る
工
事
に
あ
っ
て
は
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ

か
、
同
項
第
十
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
と
し
て
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
第
二
十
三
条
各
号
又
は
第
二
十
五

条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
規
模
の
工
事
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
書

類
の
添
付
は
要
し
な
い
。

一

工
事
区
域
内
の
土
地
の
公
図
の
写
し

二

工
事
工
程
表

三

排
水
の
流
量
計
算
書

四

排
水
施
設
の
構
造
図

五

丈
量
図

六

工
事
主
（
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
工
事
主
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
資
力
及
び
信
用

。

に
関
す
る
書
類

七

工
事
施
行
者
（
法
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
工
事
施
行
者
を
い
う
。
次
条
第
五
号
に
お
い
て

同
じ

）
の
能
力
に
関
す
る
書
類

。

八

工
事
主
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

イ

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

ロ

法
そ
の
他
の
法
律
又
は
法
そ
の
他
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
て
罰
金
以
上
の
刑
に
処
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せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経

過
し
な
い
者

ハ

法
に
基
づ
く
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
当
該

許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行

政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六

十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

平

（

（

成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
九
条
第
二
十
一
号
ロ
に
規
定
す
る
役
員
を
い
う
。
次
号
に
お
い

て
同
じ

）
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む

）

。

。

ニ

そ
の
業
務
に
関
し
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相

当
の
理
由
が
あ
る
者

九

工
事
主
（
工
事
主
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
そ
の
役
員
を
含
む

）
が
、
暴
力
団
員
等
（
岡
山
県

。

暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
暴

力
団
員
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

）
に
該
当
し
な
い
こ
と
、
暴
力
団
（
同
条
第

。

一
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

）
又
は
暴
力
団
員
等
の
統
制

。

下
に
あ
る
者
で
な
い
こ
と
及
び
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を

有
し
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前

項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と

「
第
七
条
第
一
項
第
一
号
か

、

ら
第
十
一
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
と

「
同
項
第
十
二
号
」
と
あ

、

る
の
は
「
同
項
第
二
号
」
と

「
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第

、

」

、「

」

「

」

。

二
項
第
一
号

と

同
項
第
十
号

と
あ
る
の
は

同
項
第
二
号

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
許
可
申
請
書
に
添
付

第
五
条

。

す
る
書
類
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
第
二
十
三
条
各
号
又
は
第
二
十
五
条
第
二
項
各
号
に
規
定

、

。

す
る
規
模
の
工
事
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
は
要
し
な
い

一

省
令
第
七
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
設
計
者
の
資
格
を
証
す
る
書
類

当
該
設
計
者
の
資

格
に
関
す
る
最
終
学
歴
又
は
資
格
免
許
等
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

省
令
第
七
条
第
一
項
第
九
号
又
は
第
二
項
第
七
号
の
資
金
計
画
書

収
入
欄
の
金
額
の
裏
付
け

と
な
る
書
類

三

省
令
第
七
条
第
一
項
第
十
号
又
は
第
二
項
第
八
号
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

印
鑑

証
明
書
及
び
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
（
全
部
事
項
証
明
書
に
限
る

）
。

四

前
条
第
一
項
第
六
号
の
工
事
主
の
資
力
及
び
信
用
に
関
す
る
書
類

次
の
工
事
主
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

イ

法
人

最
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
財
務
諸
表
、
法
人
税
に
関
す
る
納
税
証
明
書
及
び
そ
の

他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

ロ

個
人

前
年
分
の
所
得
税
に
関
す
る
納
税
証
明
書

五

前
条
第
一
項
第
七
号
の
工
事
施
行
者
の
能
力
に
関
す
る
書
類

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
百
号
）
の
規
定
に
よ
る
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
及
び
法
人
の
登

記
事
項
証
明
書

（
工
事
の
着
手
）

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
工
事
に
着
手
し
よ
う

第
六
条

と
す
る
と
き
は
、
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
掲
示
す
る
標
識
の
設
置
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
写

真
を
添
え
て
、
速
や
か
に
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
十
五
条
第
二
項
又
は
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
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項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が
、
都
市
計
画
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
岡
山

県
規
則
第
三
十
七
号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
写
真
を
添
付

し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
工
事
の
廃
止
）

宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条

第
七
条

第
一
項
の
許
可
（
法
第
十
五
条
第
二
項
又
は
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
を
受
け

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く

）
を
受
け
た
者
、
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工

。

事
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
十
条
第
一
項
の
届
出
（
法
第

二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く

）
を
し
た

。

者
及
び
法
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
四
十
条
第
三
項
の
届
出
を
し
た
者
は
、
工
事
を
廃
止
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
速
や
か
に
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

廃
止
の
届
出
の
時
点
に
お
け
る
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
写
真

二

防
災
措
置
に
関
す
る
資
料

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
協
議
）法

第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
の
協
議
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
が
別

第
八
条

に
定
め
る
協
議
書
に
、
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
に
あ
っ
て
は
省
令
第
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
書
類
（
同
項
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
規
定
す
る
書
類
を
除
く

）
の
ほ
か
、
第

。

四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
七
号
及
び
第
十
号
並
び
に
第
五
条
第
一
号
、
第
三
号
及

び
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
に
あ
っ
て
は
省
令
第
七
条
第
二
項
に
規

定
す
る
書
類
（
同
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
規
定
す
る
書
類
を
除
く

）
の
ほ
か
、
第
四
条
第

。

一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
五
号
、
第
七
号
及
び
第
十
号
並
び
に
第
五
条
第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲

げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
第
二
十
三
条
各
号
又

は
第
二
十
五
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
規
模
の
工
事
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
四
条

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
は
要
し
な
い
。

２

法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
協
議
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
協
議
書

に
、
工
事
の
計
画
の
変
更
に
伴
い
そ
の
内
容
が
変
更
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
変
更
す
る
事
項
の
新
旧

を
対
照
し
た
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
当
該
協
議
の
申
出
を
し
た
者
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
六
条
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
及
び
第
二
十
条
の
規
定
は
、
法
第

十
五
条
第
一
項
（
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
又
は
第
三
十
四
条
第

。

一
項
（
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
協
議
を
し
よ
う
と
す
る
者

。

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
擁
壁
又
は
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
の
代
替
）

知
事
は
、
政
令
第
二
十
条
第
一
項
（
政
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

第
九
条

む

）
の
規
定
に
よ
り
、
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
政
令
第

。
八
条
（
政
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
擁
壁
又
は
第

。

十
四
条
（
政
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
崖
面
崩
壊

。

防
止
施
設
の
設
置
に
代
え
て
、
次
に
掲
げ
る
工
法
に
よ
る
措
置
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

空
石
積
み
工

二

板
柵
工

三

筋
工

四

鋼
矢
板
工
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
工
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五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
適
当
と
認
め
た
工
法

（
変
更
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
）

法
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
変
更
許
可
申
請
書
に
、
省
令
第
三

第
十
条

十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
変
更
す
る
事
項
の
新
旧
を
対
照
し
た
書
類

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

前
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と

「
第
三
十
七
条
第
一
項

、

又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
完
了
検
査
申
請
書
等
の
添
付
書
類
）

法
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
完
了
検
査
の
申
請
を
し
よ

第
十
一
条

う
と
す
る
者
は
、
完
了
検
査
申
請
書
に
、
工
事
を
し
た
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に

。

、

「

」

つ
い
て
準
用
す
る

こ
の
場
合
に
お
い
て

前
項
中

第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項

と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
四
項
又
は
第
三
十
六
条
第
四
項
」
と

「
完
了
検
査
の
」
と
あ
る
の
は

、

「
確
認
の
」
と

「
完
了
検
査
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
確
認
申
請
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

、

る
。

（
工
事
の
一
部
完
了
の
検
査
）

知
事
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
完
了
検
査
を
要

第
十
二
条

す
る
工
事
の
一
部
が
完
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
宅
地
及
び
農
地
等
（
法
第
二
条
第
一
号
に
規

定
す
る
農
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

）
が
独
立
し
て
使
用
に
供
し
得
る
も
の
で

。

あ
り
、
か
つ
、
宅
地
及
び
農
地
等
の
分
割
が
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

工
事
主
の
申
出
に
よ
り
、
当
該
工
事
に
つ
い
て
、
一
部
完
了
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

工
事
主
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
一
部
完
了
の
検
査
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
完
了
部

分
を
明
示
し
た
図
面
、
工
事
を
し
た
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
写
真
並
び
に
第

二
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
写
真
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
て
、
知
事
に
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
請
を
受
理
し
、
検
査
の
結
果
、
法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
検
査
済
証
を
工
事

主
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
中
間
検
査
申
請
書
の
添
付
書
類
）

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
中
間
検
査
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
中
間
検

第
十
三
条

査
申
請
書
に
、
省
令
第
四
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
許
可
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
写
し

二

検
査
対
象
の
写
真

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

、

。

２

前
項
の
規
定
は

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
中
間
検
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
と
、

「
第
四
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
定
期
の
報
告
書
の
添
付
書
類
）

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
が
別
に

第
十
四
条

定
め
る
報
告
書
に
省
令
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号

並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
写
真
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
の
報
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て

前
項
中

第
十
九
条
第
一
項

と
あ
る
の
は

第
三
十
八
条
第
一
項

と

第

、

「

」

「

」

、「

四
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
工
事
等
の
届
出
書
の
添
付
書
類
）

法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

第
十
五
条

は
、
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
第
二
十
三
条
各

号
又
は
第
二
十
五
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
規
模
の
工
事
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第

三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
は
要
し
な
い
。

一

位
置
図

二

地
形
図

三

断
面
図

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２

法
第
二
十
一
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
四
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

位
置
図

二

地
形
図

三

土
地
の
平
面
図

四

工
事
を
行
お
う
と
す
る
又
は
転
用
し
た
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
写
真

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
盛
土
等
に
関

第
十
六
条

す
る
工
事
に
あ
っ
て
は
省
令
第
五
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
同
項
第
二
号

の
規
則
で
定
め
る
書
類
と
し
て
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、

土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
に
あ
っ
て
は
省
令
第
五
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ

か
、
同
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
と
し
て
第
四
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書

類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
工
事
の
変
更
の
届
出
）

法
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ

第
十
七
条

る
届
出
を
し
た
者
は
、
工
事
の
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
工
事
の
計
画
の
変
更
に
伴
い

そ
の
内
容
が
変
更
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
変
更
す
る
事
項
の
新
旧
を
対
照
し
た
書
類
を
添
え
て
速
や

か
に
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
計
画
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

第
十
八
条

は
、
省
令
第
六
十
一
条
に
規
定
す
る
届
出
書
に
、
同
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
変
更
す
る
事
項
の

新
旧
を
対
照
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
工
事
の
完
了
の
届
出
）

法
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
条
第
一

第
十
九
条

項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
工
事
が
完
了
し
た
と
き
は
、
工
事
を
し
た
土
地

及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
写
真
を
添
え
て
速
や
か
に
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
届
出
を
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が
、
都
市
計
画
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と

き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
工
事
施
行
状
況
等
の
報
告
）

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
宅
地
造
成
又
は
特

第
二
十
条

定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
工
程
に
至
っ
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
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項
を
明
ら
か
に
し
た
写
真
そ
の
他
の
資
料
を
作
成
し
、
当
該
工
事
の
完
了
後
、
法
第
十
七
条
第
一
項

又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
完
了
検
査
の
申
請
と
同
時
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
の
報
告
に

お
い
て
当
該
資
料
を
提
出
し
た
場
合
を
除
く
。

一

擁
壁
等
（
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
擁
壁
等
を
い
う
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ

）
の

。

基
礎
の
床
掘
り
及
び
型
枠
の
組
立
て
が
完
了
し
た
と
き

寸
法
、
形
状
及
び
位
置

二

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
擁
壁
そ
の
他
の
構
造
物
の
配
筋
が
完
了
し
た
と
き

寸
法
及
び
位
置

三

擁
壁
等
の
高
さ
が
、
計
画
高
の
二
分
の
一
の
工
程
に
達
し
た
と
き

壁
体
の
厚
さ
又
は
組
積
材

裏
込
栗
石
の
厚
さ
及
び
擁
壁
の
背
面
に
透
水
層
を
設
け
た
場
合
は
、
透
水
層
の
厚
さ

四

排
水
施
設
の
う
ち
、
地
下
に
埋
設
す
る
集
水
管
、
暗
渠
、
管
渠
等
の
配
置
を
完
了
し
、
土
砂
の

き
よ

き
よ

埋
め
戻
し
直
前
と
な
っ
た
と
き

形
状
及
び
位
置

五

そ
の
他
施
工
段
階
で
工
事
完
了
後
外
部
か
ら
確
認
で
き
な
く
な
る
と
き

寸
法
、
形
状
、
位
置

等

２

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土

等
に
関
す
る
工
事
に
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
擁
壁
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
に
規
定
す
る
工
程
に
達
す
る
七
日
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工

事
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
工
程
に
至
っ
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
写

真
そ
の
他
の
資
料
を
作
成
し
、
速
や
か
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

堆
積
し
た
土
石
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
（
鋼
板
等
の
設
置
）
が
完
了
し
た
と
き

寸

法
、
形
状
及
び
位
置

二

土
石
の
崩
壊
に
伴
う
土
砂
の
流
出
を
防
止
す
る
措
置
（
鋼
矢
板
等
の
設
置
）
が
完
了
し
た
と
き

寸
法
、
形
状
及
び
位
置

４

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
工
事
の
計
画
の
変
更
及
び
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
軽
微
な
変
更
並
び
に
法
第
三
十
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
の
計
画
の
変
更
及
び
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
軽
微
な
変
更
以
外
の
変

更
が
生
じ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修
正
内
容
を
申
告
す
る
書
類
等
を
作
成
し
、
法
第
十
七
条
第

一
項
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
完
了
検
査
（
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
部

完
了
の
検
査
を
含
む

）
の
申
請
又
は
法
第
十
七
条
第
四
項
又
は
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

。

る
確
認
の
申
請
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
手
数
料
の
減
免
）

知
事
は
、
そ
の
指
定
し
た
災
害
の
被
災
者
が
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
敷
地
の
宅

第
二
十
一
条

地
造
成
に
関
し
て
、
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
法
に
基
づ
く
申
請
を
行
う
場
合
に
お

い
て
は
、
申
請
手
数
料
を
免
除
す
る
。

２

知
事
は
、
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お

い
て
は
、
申
請
手
数
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
の
協
議
が
成
立
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
協

議
に
関
連
す
る
他
の
申
請
手
数
料
を
免
除
す
る
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
二
十
二
条

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
岡
山
県
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細
則
の
適
用
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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２

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
五
号
）
附
則
第
二
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
に
対
す
る
岡

山
県
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
五
年
岡
山
県
規
則
第
五
十

八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
岡
山
県
規
則
第

三
十
一
号
。
次
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う

）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の

。

施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

旧
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

（

）

４

墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

昭
和
六
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
六
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第

四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
昭
和
四
十
三
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
一
号
」
を
「
令
和
七
年

岡
山
県
規
則
第
四
号
」
に

「
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
八
条
及
び
第
九
号
」
を
「
同
項
第

、

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項

第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

関
係
町
村
長
の
意
見
書

防
災
計
画
平
面
図

「(
2
)

様
式
第
九
号
備
考
５
中

を

(
3
)
排
水
施
設
構
造
図

実
測
図

(
4
)

(
5
)

」

知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

排
水
施
設
の
構
造
図

「(
2
)

(
3
)

に
改
め
る
。

丈
量
図

(
4
)

」

知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様

式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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別記様式（第３条関係） 

（表） 

第     号 

身分証明書 

所  属 

氏  名 

生年月日    年  月  日 

 

上記の者は、宅地造成及び特定盛土等規制法（昭和36年法律第191号）及び宅地造成等

規制法の一部を改正する法律（令和４年法律第55号）附則第２条第２項の規定によりな

お従前の例によることとされた同法による改正前の宅地造成等規制法の規定に基づき、

他人の占有する土地に立ち入り、障害物を伐除し、土地に試掘等を行い、又は宅地造成等

に関する工事の状況を検査する職権を有する者であることを証明する。 

 

    年  月  日  発行（    年  月  日まで有効） 

岡山県知事         印  

 

備考 用紙の大きさは、縦６センチメートル、横8.5センチメートルとする。 

 

（裏） 

 

 

注意事項 

 

１ この証明書は、宅地造成及び特定盛土等規制法第５条第１項の規定により、他人の

占有する土地に立ち入るとき、同法第６条第１項の規定により障害物を伐除し、若し

くは土地に試掘等を行うとき、又は同法第24条第１項及び第43条第１項並びに宅地造

成等規制法の一部を改正する法律附則第２条第２項の規定によりなお従前の例による

こととされた同法による改正前の宅地造成等規制法第18条第１項の規定により宅地造

成等に関する工事の状況を検査するときに携帯しなければならない。 

２ 関係人の請求があった場合においては、この証明書を提示しなければならない。 

３ この証明書は、犯罪捜査のために使用してはならない。 
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◎
岡
山
県
規
則
第
五
号

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の

範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事

務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の

範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
五
の
項
を
六
の
項
と
し
、
四
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

五

特
例
条
例
別
表
第
一
の
七

イ

岡
山
県
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細

十
二
の
項
エ
に
規
定
す
る
宅

則
（
令
和
七
年
岡
山
県
規
則
第
四
号
。
以
下
こ
の
項
に

地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規

お
い
て
「
規
則
」
と
い
う

）
第
六
条
第
一
項
（
規
則

。

制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律

第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
。

第
百
九
十
一
号
）
の
施
行
の

の
規
定
に
よ
る
工
事
の
着
手
の
届
出
の
受
理

た
め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務

ロ

規
則
第
七
条
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

で
あ
っ
て
別
に
規
則
で
定
め

す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
廃
止
の

。

る
も
の

届
出
の
受
理

ハ

規
則
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
造
成
等
に

関
す
る
工
事
の
協
議
の
成
立
の
通
知

ニ

規
則
第
九
条
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
空
石
積
み
工
等

。

の
工
法
に
よ
る
措
置
の
認
定

ホ

規
則
第
十
二
条
第
一
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
工
事

。

の
一
部
完
了
の
検
査

ヘ

規
則
第
十
二
条
第
三
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
検
査

。

済
証
の
交
付

ト

規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
計
画
の
変
更

の
届
出
の
受
理

チ

規
則
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
完
了

の
届
出
の
受
理

リ

規
則
第
二
十
条
第
一
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
資
料

。

の
受
理

ヌ

規
則
第
二
十
条
第
二
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
報
告

。

の
受
理

ル

規
則
第
二
十
条
第
三
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
資
料

。

の
受
理

ヲ

規
則
第
二
十
条
第
四
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
書
類

。
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等
の
受
理

別
表
第
二
の
三
十
二
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

三
十
二
の
二

特
例
条
例
別
表

イ

法
第
十
二
条
第
一
項
本
文
及
び
第
三
十
条
第
一
項
本

第
二
の
三
十
二
の
二
の
項
に

文
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
許
可
の
申
請
の
受
理

規
定
す
る
宅
地
造
成
及
び
特

ロ

法
第
十
五
条
第
一
項
（
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い

定
盛
土
等
規
制
法
（
以
下
こ

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
及
び
第
三
十
四
条
第
一

。

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い

項
（
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

う

）
及
び
法
の
施
行
の
た

を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
国
等
と
の
協
議
の
申
出
の

。

。

め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務
の

受
理

う
ち
、
別
に
規
則
で
定
め
る

ハ

法
第
十
六
条
第
一
項
本
文
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項

も
の

本
文
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
計
画
の
変
更
の
許
可
の
申

請
の
受
理

ニ

法
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
軽
微
な
変
更
の
届
出
の
受
理

ホ

法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
完
了
検
査
の
申
請
の
受
理

ヘ

法
第
十
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
完
了
確
認
の
申
請
の
受
理

ト

法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
中
間
検
査
の
申
請
の
受
理

チ

法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
報
告
の
受
理

リ

法
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び

に
第
四
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
の
受
理

ヌ

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

ル

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
計
画

の
変
更
の
届
出
の
受
理

ヲ

岡
山
県
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細

則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う

）
第

。

六
条
第
一
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
着
手
の
届

。

出
の
受
理

ワ

規
則
第
七
条
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
廃
止
の

。

届
出
の
受
理

カ

規
則
第
十
二
条
第
一
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
工
事

。

の
一
部
完
了
の
検
査
の
申
請
の
受
理

ヨ

規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
計
画
の
変
更

の
届
出
の
受
理

タ

規
則
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
完
了

の
届
出
の
受
理
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レ

規
則
第
二
十
条
第
一
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
資
料

。

の
受
理

ソ

規
則
第
二
十
条
第
三
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
資
料

。

の
受
理

ツ

規
則
第
二
十
条
第
四
項
（
規
則
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
書
類

。

等
の
受
理

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
九
号 

 

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

１
 

申
請

の
概

要
 

 
(
1
)
 
申

請
者

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
住

所
並

び
に

法
人

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

代
表

者
の

氏
名

 

 
 

名
 

称
 

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
 

 
 

住
 

所
 

茨
城

県
那

珂
郡

東
海

村
大

字
舟

石
川

7
6
5
番

地
１

 

 
 

氏
 

名
 

理
事

長
 

小
口

 
正

範
 

 
(
2
)
 
工

場
又

は
事

業
場

の
名

称
及

び
所

在
地

 

 
 

名
 

称
 

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
 

人
形

峠
環

境
技

術
セ

ン
タ

ー
 

 
 

所
在

地
 

岡
山

県
苫

田
郡

鏡
野

町
上

齋
原

1
5
5
0
番

地
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(3) 特定施設に関する事項 

区 分 新   設 

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 洗浄施設 20 

 

種 類 

71 の２ イ 

科学技術に関する研究の用

に供する洗浄施設 

能 力 約 0.10 ㎥ 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並

びにその使用に季節的変動がある場合はそ

の概要 

連続使用 

通常７時間、最大 24 時間 

使用時におい

て当該特定施

設から排出さ

れる汚水等の

汚染状態の通

常の値及び最

大の値並びに

当該汚水等の

通常の量及び

最大の量 

区     分 通 常 最 大 

水 量（㎥/日） 0.0 0.1 

ｐ Ｈ 1～10 1～10 

ＢＯＤ（mg/Ｌ） - - 

ＣＯＤ（mg/Ｌ） 5.0 10 

Ｓ Ｓ（mg/Ｌ） - - 

油 分（mg/Ｌ） - - 

Ｔ－Ｎ（mg/Ｌ） 5.0 20 

Ｔ－Ｐ（mg/Ｌ） 1.0 3.0 

大腸菌群数（個/㎤） - - 

大腸菌数（CFU/ml） - - 

アンモニア、アンモニウ

ム化合物、亜硝酸化合物

及び硝酸化合物 

5.0 20 

備考 １ 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和 46 年政令第 188 号）別表第１の号番号及び名称とする。 

２ 洗浄施設 20 から排出される汚水等は、産業廃棄物として処理委託される。  
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 (4) 汚水等の処理施設に関する事項 

   変更なし 

 (5) 排水口に関する事項 

   変更なし 

２ 縦覧の期間及び場所 

 (1) 期 間 令和７年１月 31 日から同年２月 21 日まで 

 (2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び鏡野町役場 

       ホームページ https://www.pref.okayama.jp/soshiki/29/ 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
十
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
み
や
け 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
総
社
市
井
手
九
一
九
番
地 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

医
療
法
人
真
周
会 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
総
社
市
井
手
九
一
九
番
地 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
七
年
一
月
二
十
二
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
〇
八
〇
〇
七
六
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

通
所
介
護 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

玉
野
市
宇
野
八
丁
目
三
二
四
八
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
十
二
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

常
藤
関
金
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

若
代
神
代
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

  

真
庭
市
蒜
山
別
所
字
上
ノ
段
三
三
七
番
一
地
先

か
ら 

真
庭
市
蒜
山
別
所
字
大
木
谷
三
一
九
番
地
先
ま

で 真
庭
市
蒜
山
別
所
字
上
ノ
段
三
三
七
番
一
地
先

か
ら 

真
庭
市
蒜
山
別
所
字
大
木
谷
三
一
九
番
地
先
ま

で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 
新
旧

別 

三
・
六
～ 四

・
六 

七
・
四
～ 

一
二
・
七 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
三
・
〇 

七
三
・
二 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

真
庭
市
高
田
山
上
字
柿
田
河
内
六
〇
〇
番
一
地

先
か
ら 

真
庭
市
高
田
山
上
字
三
通
田
六
一
三
番
三
地
先

を
経
て 

真
庭
市
高
田
山
上
字
上
神
田
六
一
六
番
一
地
先

ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

新 

新
旧

別 

二
二
・
七
～ 

四
五
・
五 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

九
一
・
〇 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 
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真
庭
市
高
田
山
上
字
柿
田
河
内
六
〇
〇
番
一
地

先
か
ら 

真
庭
市
高
田
山
上
字
上
神
田
六
一
六
番
一
地
先

ま
で 

真
庭
市
高
田
山
上
字
柿
田
河
内
六
〇
〇
番
一
地

先
か
ら 

真
庭
市
高
田
山
上
字
上
神
田
六
一
六
番
一
地
先

ま
で 

 

旧 

五
・
〇
～ 

四
五
・
五 

五
・
〇
～ 

四
五
・
五 

一
八
五
・
五 

一
八
五
・
五 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
十
三
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

 

  

県
道 

道

路

の

種

類 

常
藤
関
金
線 

路

線

名 

真
庭
市
蒜
山
別
所
字
上
ノ
段
三
三
七
番
一
地
先
か
ら 

真
庭
市
蒜
山
別
所
字
大
木
谷
三
一
九
番
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
七
年
一

月
三
十
一
日 

供
用
開
始

年

月

日 
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〔
四
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
玉
島
富
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
路
線
測

量
等
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
一
月
十
七
日
か
ら
同

年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



〔
四
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ

っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

岡
山
市
北
区
建
部
町

桜
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
六
年
九
月
十
日 

終

了

年

月

日 

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



〔
四
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

真
庭
市
大
庭
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
一
月
二
十
一
日 

終

了

年

月

日 

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



〔
四
六
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
早
島
町
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
下
水
道
に
つ
い
て
の
都
市

計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
下
水
道 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
七
年
一
月
十
七
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
早
島
町
環
境
上
下
水
道
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



〔
四
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
畑
岡
三
〇
四
九
番
五
、
三
〇
五
〇
番
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
三
〇
六
九
番
地
二 

栢
野 

春
江 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
十
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
三
五
号 

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
号 

 

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

 

大 
 

林 
 

裕 
 

一 

 

表
病
院
の
項
中 

    

     

 
 

 
  

 

医
療
法
人
愛
善
会
由
良
病
院 

地
方
独
立
行
政
法
人
玉
野
医

療
セ
ン
タ
ー
た
ま
の
病
院 

 医
療
法
人
愛
善
会
由
良
病
院 

 

玉
野
市
深
井
町
一
一
―
一
三 

玉
野
市
宇
野
二
―
一
―
二
〇 

 玉
野
市
深
井
町
一
一
―
一
三 

 

 

 
 

 

 

「 

」 

「 

を 

」 

に
改
め
る
。 

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

伊
東
ゆ
う
き
後
援
会

吉

田

裕

紀

吉

田

裕

紀

倉
敷
市
児
島
味
野
一

七

九

令
和
六
年
・
一
二
・

九

―

―

日
本
栄
養
士
連
盟
岡
山
県
支
部

斎

藤

美
加
子

堤

千
代
子

岡
山
市
中
区
門
田
屋
敷
一

三

三
一

一
〇
六

〃

一
二
・
一
三

―

―

―

備
前
の
未
来
を
考
え
る
会

大

饗

利

秀

大

饗

利

秀

備
前
市
伊
部
七
三
三

〃

一
二
・

五

み
む
ら
友
男
後
援
会

高

田

正

弘

高

田

正

弘

井
原
市
井
原
町
一
一
三

一

〃

一
二
・
一
六

―

吉
田
啓
人
後
援
会

吉

田

重

隆

吉

田

重

隆

赤
磐
市
桜
が
丘
東
三

三

二
七
五

〃

一
二
・
二
七

―

―

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

参
政
党
岡
山
第
１
支
部

栢

菅

聡

会
計
責
任
者
の
氏
名

近

藤

有

道

上

田

誠

令
和
六

・
一
二
・
一
〇

自
由
民
主
党
御
津
支
部

楢

村

満

恵

代
表
者
の
氏
名

楢

村

満

恵

杉

本

博

〃

一
二
・

二

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

藤

井

章

文

杉

本

博

〃

〃

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

石
田
み
の
る
元
気
会

渡

辺

勉

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

新
見
市
高
尾
二
二
五
〇

一

新
見
市
高
尾
二
四
八
四

二
四

令
和
六

・
一
二
・
一
七

―

―

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

松

浪

弘

赤

木

靖

司

〃

〃

長
石
ゆ
き
お
後
援
会

平

井

均

代
表
者
の
氏
名

平

井

均

赤

木

勇

〃

一
一
・
二
九

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

長

石

二

郎

小

林

治

之

〃

〃

仲
西
祐
一
後
援
会

仲

西

祐

一

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

苫
田
郡
鏡
野
町
奥
津
六
三

苫
田
郡
鏡
野
町
薪
森
原
一
四
九

二

〃

一
二
・
一
七

―

日
本
栄
養
士
連
盟
岡
山
県
支

笹

埜

三
世
里

〃

和
気
郡
和
気
町
本
九
六
五

一

岡
山
市
中
区
門
田
屋
敷
一

三

三
一

一
〇

平
成
二
四
・

六
・

九

―

―

―

―

部

六

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

山

崎

由

紀

斎

藤

美
加
子

〃

〃

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

近

藤

恒

子

堤

千
代
子

〃

〃

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

笹

埜

三
世
里

山

崎

由

紀

令
和
六

・

六
・

八

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
南
区
第
二
支
部

小

林

孝
一
郎

令
和
六

・
一
二
・
二
五

日
本
維
新
の
会
衆
議
院
岡
山
県
第
１
選
挙
区
支
部

服

部

千

秋

〃

一
二
・
二
七

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

明
る
く
楽
し
い
岡
山
を
つ
く
る
会

斎

藤

忠

幸

令
和
六

・
一
一
・
三
〇

生
き
活
き
岡
山

夏

井

勝

将

〃

〃

伊
東
ゆ
う
き
後
援
会

吉

田

裕

紀

〃

一
二
・

七

チ
ェ
ン
ジ
オ
カ
ヤ
マ

斎

藤

忠

幸

〃

一
一
・
三
〇

は
っ
と
り
千
秋
後
援
会

服

部

千

秋

〃

一
二
・
二
七

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届

出
を
し
た
者
の
氏
名

仲

西

祐

一

仲
西
祐
一
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

苫
田
郡
鏡
野
町
奥
津
六
三

苫
田
郡
鏡
野
町
薪
森
原
一
四
九

二

令
和
六

・
一
二
・
一
七

―

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届

資
金
管
理
団
体
で

資
金
管
理
団
体
の
名
称

出
を
し
た
者
の
氏
名

な
く
な
っ
た
年
月
日

服

部

千

秋

は
っ
と
り
千
秋
後
援
会

令
和
六

・
一
二
・
二
七

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

岡
山
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

岡
山
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
二
第
一
項
中
「
副
安
全
運
転
管
理
者
」
の
下
に
「
（
以
下
「
安
全
運
転
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

施
行
規
則
第
九
条
の
十
三
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
届
出
書
に
添
付
す
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
安
全
運
転
管
理
者
等
に
選
任
し
た
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
た
と
き
は
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
を
要
し
な
い
。

一

安
全
運
転
管
理
者
等
に
選
任
さ
れ
た
者

当
該
者
に
係
る
運
転
免
許
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
書
類
で
そ
の
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
の
写
し

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

管
理
・
運
転
経
験
証
明
書
（
様
式
第
五
号
の
二
）

ア

安
全
運
転
管
理
者
に
選
任
さ
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
二
年
（
施
行
規
則
第
九
条
の
九
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
一
年
）
以
上
実
務
の
経

験
を
有
す
る
も
の

イ

副
安
全
運
転
管
理
者
に
選
任
さ
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
一
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の
又
は
自
動
車
の
運
転
の
経
験
の
期
間
が
三
年
以
上
の
も
の

三

現
に
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
者
又
は
現
に
運
転
免
許
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
つ
て
、
届
出
の
日
前
五
年
以
内
に
運
転
免
許
を
受
け
て
い
た
も
の

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
運
転
免
許
を
受
け
た
者
の
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
経
歴
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

四

施
行
規
則
第
九
条
の
九
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
教
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
つ
て
、
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
二
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
し
な
い
も
の

当
該
教
習
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書

類
五

施
行
規
則
第
九
条
の
九
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
た
者

当
該
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

第
十
条
の
三
第
一
項
中
「
様
式
第
五
号
の
二
」
を
「
様
式
第
五
号
の
二
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
六
号
中
「
免
許
証
」
を
「
免
許
証
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
次
に
掲
げ
る
者
は
」
を
「
前
項
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
は
、
別
に
定
め
の
あ
る
も
の
を
除
き
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削

り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
」
を
「
法
第
百
一
条
第
一
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
等
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
」
に
、
「
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の
備
考
一

の
四
」
を
「
第
九
十
五
条
の
六
第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
ニ
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
免
許
の
条
件
解
除
の
申
請
）

法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
等
を
運
転
す
る
に
つ
い
て
条
件
を
付
さ
れ
た
者
で
、
そ
の
限
定
の
全
部
又
は
一
部
の
解
除
を
受
け
る
た
め
、
公
安
委
員
会
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、

第
十
四
条

現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
又
は
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
当
該
免
許
に
係
る
特
定
免
許
情
報
（
法
第
九
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
免
許
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
記
録

さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
そ
の
者
が
免
許
証
及
び
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
及
び
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
提
示
し
、
か

つ
、
限
定
解
除
審
査
申
請
書
（
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
三
の
五
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
た
と
き
は
、
当
該
免
許
情
報
記
録
個
人

番
号
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た
特
定
免
許
情
報
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
免
許
証
の
交
付
場
所
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
は
、
申
請
書
」
を
「
並
び
に
申
請
又
は
届
出
に
基
づ
く
特
定
免
許
情
報
又
は
運
転
経
歴
情
報
（
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す

る
運
転
経
歴
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
記
録
、
書
換
え
及
び
抹
消
は
、
申
請
書
又
は
届
出
書
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
の
申
請
等
）
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施
行
規
則
第
三
十
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
等
申
請
書
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
等
申
請
書
（
様
式
第
九
号
）
と
す
る
。

第
二
十
条

２

施
行
規
則
第
三
十
条
の
十
第
二
項
及
び
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
届
出
書
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
等
記
載
事
項
変
更
届
（
様
式
第
十
号
）
と
す
る
。

３

施
行
規
則
第
三
十
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
運
転
経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請
書
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
再
交
付
・
再
記
録
申
請
書
（
様
式
第
十
号
の
二
）
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
六
項
、
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
一
条
の
九
第
三
項
、
第
二
十
九
条
第
三
項
」
に
、
「
及
び
第
三
十
条
の
十
第
二
項
」
を
「
、
第

三
十
条
の
七
第
四
項
、
第
三
十
条
の
八
第
二
項
及
び
第
三
十
条
の
十
一
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
免
許
証
の
返
納
等
）

法
第
百
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
を
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
法
第
百
七
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
外
運
転
免
許
証
を
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
運
転
免
許
証
返
納
届
（

第
二
十
二
条

施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
七
の
三
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
百
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
情
報
記
録
の
抹
消
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
免
許
情
報
記
録
抹
消
届
（
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
七
の
四
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

施
行
規
則
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
経
歴
証
明
書
を
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
項
に
規
定
す
る
運
転
経
歴
証
明
書
返
納
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

施
行
規
則
第
三
十
条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
運
転
経
歴
証
明
書
返
納
届
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
返
納
届
（
様
式
第
十
一
号
）
と
す
る
。

５

施
行
規
則
第
三
十
条
の
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
運
転
経
歴
情
報
抹
消
届
は
、
運
転
経
歴
情
報
記
録
抹
消
届
（
様
式
第
十
一
号
の
二
）
と
す
る
。

「

「

「

「

様
式
第
五
号
中
「

,

」
を
「

､

」
に
、

を

に
、

を

に
改
め
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

使
用
者

使
用
者

(
)

(
)

(
)

(
)

(
)

」

」

」

」

備
考

１
該
当
記
号

文
字
等
に
○
印
を
す
る

｡

､

２
自
動
車
台
数
の
う
ち

大
型
自
動
二
輪
車
又
は
普
通
自
動
二
輪
車
は

そ
れ
ぞ
れ
１
台
を

台
と
し
て
計
算
し
て
記
入
す
る

｡

､
､

0
.
5

（

「

」

）

３
添
付
書
類

オ
資
格
要
件

の
区
分
参
照

安
全
運
転
管
理
者

(
1
)

ア
１
の
区
分

本
人
確
認
書
類
の
写
し

管
理
・
運
転
経
験
証
明
書

運
転
記
録
証
明
書

各
１
通

､
､

イ
２
の
区
分

本
人
確
認
書
類
の
写
し

管
理
・
運
転
経
験
証
明
書

運
転
記
録
証
明
書

教
習
修
了
証
書
の
写
し

各
１
通

､
､

､

ウ
３
の
区
分

本
人
確
認
書
類
の
写
し

認
定
書

そ
の
１

の
写
し

各
１
通

､

（

）

副
安
全
運
転
管
理
者

(
2
)

ア
１
の
区
分

本
人
確
認
書
類
の
写
し

管
理
・
運
転
経
験
証
明
書

運
転
記
録
証
明
書

各
１
通

､
､

イ
２
の
区
分

本
人
確
認
書
類
の
写
し

管
理
・
運
転
経
験
証
明
書

運
転
記
録
証
明
書

各
１
通

､
､

ウ
３
の
区
分

本
人
確
認
書
類
の
写
し

認
定
書

そ
の
２

の
写
し

各
１
通

､

（

）

４
３
の
運
転
記
録
証
明
書
の
添
付
に
つ
い
て
は

そ
の
証
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
る

｡

､

様
式
第
五
号
の
二
を
様
式
第
五
号
の
二
の
二
と
し
、
様
式
第
五
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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（第10条の２関係）様式第５号の２

管理・運転経験証明書

住 所

職 名

氏 名

生年月日 年 月 日（ 歳）

年 月 経験の内容（ □管理経験 □運転経験 ）※

交付等公安委員会 公安委員会

現に受けている 有効期間 年 月 日まで

運転免許の内容 免許証等番号 第 号

免許の種類

※ 該当する経験の区分を選択し、管理経験の場合は職名、職務内容等を、

運転経験の場合は車両種別、使用用途等をそれぞれ最新のものから記載

に選任した者に係る上記事項に相違ないことを証明する。
□安全運転管理者

□副安全運転管理者

年 月 日

所 在 地

事業所名

役 職 名

氏 名
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様
式
第
六
号
及
び
様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

様
式
第
六
号
及
び
様
式
第
七
号

様
式
第
九
号
及
び
様
式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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※

太

線

の

枠

内

に

記

入

し

て

く

だ

さ

い
。

納付済印

受 理 者 登 録 者 最終確認

新 住 所

□郵便物

□住民票（□添付）

□ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

□その他（　　　　 )

番号

現在の運転経歴の保有区分
確

認

書

類

変

更

す

る

方

の
み

フリガナ

新 氏 名

様式第９号(第20条関係)

岡山県公安委員会　殿

新 本 籍

□
変
更
済
み

写真

貼付欄

資料区分 申 請 日 　　　　　年　　　月　　　日

フリガナ

氏　名

生年月日
大正

２

昭和

３

平成

４

年　　　月　　　日

登録日      年　　 月　　 日

窓口担当者 最終確認

番　号

失効･取消

年　　　月　　　日

※　失効・取消から５年経過した

　ものは申請できません。

運転経歴証明書交付等申請書

電話番号(自宅・携帯)

　　      　年　　　月　　　日

現に受けている運転経歴

交　付

希望する運転経歴の保有区分

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞの効力

なし ・ 運転経歴証明書 ・ 運転経歴情報記録ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

運転経歴証明書 ・ 運転経歴情報記録ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

有効 　　　　・ 　　　　失効
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運転経歴証明書等記載事項変更届

※IC未済の場合、｢IC未済｣を○で囲む

受理番号

担当者 IC追記者 最終確認

IC未済

確認書類　住民票・郵便物・ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　)

処理絞り込み

1 住所 2 氏名 3

記

載

事

項

変

更

フリガナ

登
録
日

受理所属

新 氏 名

住所
氏名

年　 月 　日 

新生年月日 年　　　月　　　日 
女

２

男

１

性

別

新 住 所

住所

交付公安委員会 記録等公安委員会

昭 平 令 年　　月　　日

二　種 令 年　　月　　日

現

に

受
け

て

い

る

運

転

経

歴

本籍(国籍)

昭 平

免許の種類

け

引

二

大

特

二

普

通

二

中

型

二

大

型

二

け

　

引

原

　

付

小

　

特

普

自

二

大

自

二

大

　

特

普

　

通

準

中

型

中

　

型

大

　

型

免許年月日

二小原 昭 平 令 年　　月　　日

条件その他

運転免許課使用欄

様式第10号(第21条関係)

岡山県公安委員会　殿

フリガナ 届　出　日

氏　名 　　　　　年　　　月　　　日

届出者
(代理人申請の場合)

続　柄

※

太

線

の

枠

内

に

記

入

し

て

く

だ

さ

い
。

電話番号(自宅・携帯)

現在の保有区分 運転経歴証明書・運転経歴情報記録ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

交付年月日 　　　年　　月　　日 記録年月日 　　　年　　月　　日 

免許証番号 免許情報記録番号

有効期間の末日 　　　年　　月　　日 
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様
式
第
十
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

令和７年１月３１日　岡山県公報　第１２６７２号



５

汚損

様式第10号の２(第21条関係)

岡山県公安委員会　殿

新 本 籍

運転経歴証明書再交付･再記録申請書

写真

貼付欄

資料区分 申 請 日　　  　　　年  　　　月　  　　日

フリガナ

生年月日
大正

２

昭和

３

平成

４

電話番号(自宅・携帯)

氏　名

　　     　年　　　月　　　日

変

更

す

る

方

の

み

フリガナ

新 氏 名 □
変
更
済
み

現在の運転経歴の保有区分

希望する運転経歴の保有区分

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞの効力

紛失等の対象

運転経歴証明書 ・ 運転経歴情報記録ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

運転経歴証明書 ・ 運転経歴情報記録ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

有効 　　　　・ 　　　　失効

運転経歴証明書 ・ 運転経歴情報記録ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

年　　　月　　　日　(　～ 　　　年　　　月　　　日 の間)

登録日      年　　 月　　 日

新 住 所
窓口担当者

□郵便物

□住民票（□添付）

□ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

□その他（　　　 )

番号

確

認

書

類

場

所 (　～　　　　　　　　　　　　　の間)

※まったく分からない場合は｢不明｣と記入してください。

現に受けている運転経歴

納付済印

１

亡失

２

盗難

６

破損

７

記変・条変

８

写真

９
その他

Ａ

マイナ紛失

等

再

交

付

(

記

録

)

理

由

３

焼失

４

滅失

最終確認

受 理 者 登 録 者 最終確認

※

太

線

の

枠

内

に

記

入

し

て

く

だ

さ

い
。

失効

・取消
年　　　　月　　　　日

※　失効・取消から５年経過したものは保有区分を変更できません。

番　号

交　付 年　　　　月　　　　日

運転経歴証明書亡失状況等申立書

私は、下記状況により、運転経歴証明書を亡失しました。

再交付を受けた後、亡失した運転経歴証明書が見つかったときは､速やかに返納します。

□　なくした　　　　□　盗難にあった　　　　□　その他（　　　　　　　　　　)

い

つ

ど

こ

で

日

付
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様
式
第
十
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「
（

）
」
を
削
り
、

運
転
免
許
証
等

運
転
経
歴
証
明
書

裏
面
記
載
が
あ
る
と
き
は
両
面

「

「

１
取
消
処
分

２
失
効

３
再
交
付
後
発
見

４
死
亡

（

）

５
帰
国
の
た
め

国
外
運
転
免
許
証

を

に
改

返
納
理
由

（

）

６
免
許
再
取
得

運
転
経
歴
証
明
書

（

）

７
そ
の
他

」

」

め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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※

太

線

の

枠

内

に

記

入

し

て

く

だ

さ

い
。

様式第11号の２(第22条関係)

運転経歴情報記録抹消届
岡山県公安委員会　殿

資料区分 申 請 日 　　　　　年　　　月　　　日

フリガナ

生年月日
大正

２

昭和

３

平成

４ 　　　     年　　　　月　　　　日

記録等公安委員会

受理

所属

電話番号(自宅・携帯)

氏　名

担当

現

に

受

け

て
い

る

運

転

経

歴

本籍(国籍)

免許証番号 免許情報記録番号
運転免許課使用欄

住所

交付公安委員会

有効期間の末日 　　　年　　月　　日 

免許の種類
け

引

二

大

特

二

普

通

二

中

型

二

大

型

二

け

　

引

原

　

付

小

　

特

普

自

二

大

自

二

大

　

特

普

　

通

準

中

型

中

　

型

大

　

型

点検

交付年月日 　　　年　　月　　日 記録年月日 　　　年　　月　　日 

最

終

二小原 昭 平 令 年　　月　　日

条件その他 昭 平 令 年　　月　　日

二　種 昭 平 令 年　　月　　日

免許年月日
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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◎
広
島
・
岡
山
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
一
号

広
島
・
岡
山
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
規
程
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
六
十
九
回

広
島
・
岡
山
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

広
島
・
岡
山
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

日
時

令
和
七
年
二
月
二
十
日
（
木
）

午
後
二
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
駅
前
町
二
丁
目
三
番
三
一
号

サ
ン
・
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

〇
六
三
一

－

三

議
題

第
一
号
議
案

令
和
七
年
度
に
お
け
る
各
種
漁
業
の
入
会
調
整
に
つ
い
て
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◎
岡
山
・
香
川
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
一
号

岡
山
・
香
川
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
六
十
四
回

岡
山
・
香
川
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

日
時

令
和
七
年
二
月
十
七
日
（
月
）

午
後
二
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
駅
前
町
二
丁
目
三
番
三
一
号

サ
ン
・
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

〇
六
三
一

－

三

議
題

第
一
号
議
案

令
和
七
年
度
に
お
け
る
各
種
漁
業
の
入
会
調
整
に
つ
い
て
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◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
一
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
百
五
十
一
回
岡

山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

一

日
時

令
和
七
年
二
月
十
九
日
（
水
）

午
後
一
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
六
号

児
島
湾
漁
村
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

三
八
五
四

－

三

議
題

第
一
号
議
案

第
五
種
共
同
漁
業
権
に
係
る
遊
漁
規
則
の
変
更
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

岡
山
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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